
数学数学 NO.NO.２１２１
〈解答〉

1　⑴　20㎝　　⑵　113 π㎝

2　⑴　ア　ＡＣ　　イ　斜辺と 1つの鋭角　　ウ　ＡＢＣ　　エ　ＡＤＣ　　⑵　247 ㎝

配点　2⑴各 1点，他各 2点　10点満点

〈解説〉
1
　⑴　右の図のように，円の中心は
　　　　縦… 6 － 2 × 1 ＝ 4 〔㎝〕
　　　　横… 8 － 2 × 1 ＝ 6 〔㎝〕
　　の長方形の周上を移動するので，その長さは
　　　　 4× 2＋ 6× 2 ＝20〔㎝〕
　　である。
　⑵ 　右の図のように，点Ｐは，最初は点Ｑを中心

として120°回転移動するので，移動する長さは

　　　　 2×π× 2×120°360°

　　　＝ 4
3 π〔㎝〕

　　で，次に長方形の頂点Ｂを中心として210°回転移動するので，移動する長さは

　　　　 2×π× 2×210°360°＝
7
3 π〔㎝〕

　　したがって，

　　　　 43 π＋
7
3 π＝

11
3 π〔㎝〕

　　である。

2
　⑴　〔証明〕
　　△ＡＣＥと△ＡＣＦにおいて，
　　　　仮定より，∠ＥＡＣ＝∠ＦＡＣ             …①
　　　　　　　　　∠ＡＥＣ＝∠ＡＦＣ＝  90°           …②
　　　　共通な辺なので，  ア　ＡＣ  ＝   ア　ＡＣ           …③
　　①，②，③より，直角三角形の  イ　斜辺と 1つの鋭角  がそれぞれ等しいので，
　　　　△ＡＣＥ≡△ＡＣＦ



　　対応する辺なので，ＣＥ＝ＣＦ              …④
　　ＡＢ，ＡＤを底辺と見なすと，④より高さが等しいので，
　　　　（△  ウ　ＡＢＣ  の面積）：（△  エ　ＡＤＣ  の面積）＝ＡＢ：ＡＤ  …⑤
　　また，ＢＣ，ＤＣを底辺と見なしても高さが等しいので，
　　　　（△  ウ　ＡＢＣ  の面積）：（△  エ　ＡＤＣ  の面積）＝ＢＣ：ＤＣ …⑥
　　⑤，⑥より，ＡＢ：ＡＤ＝ＢＣ：ＤＣ
　⑵　⑴より，ＡＢ：ＡＤ＝ＢＣ：ＤＣなので，

　　　　ＡＢ＝ＡＤ×ＢＣＤＣ 

　　　　　  ＝ 6× 43
　　　　　  ＝ 8〔㎝〕
　　したがって，

　　　　△ＡＢＤ＝ 1
2 × 6 × 8

　　　　　  ＝24〔㎝2〕
　　となるので，

　　　　△ＡＢＣ＝△ＡＢＤ× 4
4＋3

　　　　　　　 ＝24× 47

　　　　　　　 ＝ 967 〔㎝
2〕

　　△ＡＢＣの底辺をＡＢ，高さをＣＥとすると，

　　　　△ＡＢＣ＝ 12 ×ＡＢ×ＣＥ

　　より，

　　　　967 ＝
1
2 × 8 ×ＣＥ

　　これを解いて，

　　　　ＣＥ＝ 247 〔㎝〕

　　右の図のように，△ＡＣＥは，
　　　　∠ＡＥＣ＝90°
　　　　∠ＥＡＣ＝90°÷ 2
　　　　　　　 ＝45°
　　より，直角二等辺三角形なので，
　　　　ＡＥ＝ＣＥ

　　　　　  ＝ 247 〔㎝〕


